
二
〇
一
八
年
五
月
二
五
日

松

手

入

終

え

て

透

け

た

る

青

い

空

こ
す
も
す

万

緑

や

千

古

の

杜

に

鳥

語

降

る

は

く

子

二

月

堂

よ

り

遠

望

す

青

根

か

な

こ
す
も
す

茶
摘
女
の
振
り
分
け
に
籠
担
ぎ
け
り

な

つ

き

高

梯

子

ま

だ

そ

の

上

の

松

手

入

は

く

子

二
〇
一
八
年
五
月
二
四
日

薫
風
や
バ
ス
待
つ
よ
り
は
歩
き
ま
し
よ

明

日

香

鹿
の
子
に
生
え
初
む
小
指
ほ
ど
の
角

は

く

子

千

枚

の

代

田

に

写

る

谷

戸

の

空

隆

松

二
〇
一
八
年
五
月
二
三
日

松

手

入

鋏

の

音

の

リ

ズ

ミ

カ

ル

せ

い

じ

紙

袋

の

音

に

馳

せ

来

る

親

子

鹿

明

日

香

柏

餅

一

男

一

女

育

て

あ

げ

小

袖

つ
ぶ
ら
な
る
鹿
の
瞳
に
癒
や
し
あ
り

は

く

子

二
〇
一
八
年
五
月
二
二
日

遍

路

衆

去

り

て

甘

茶

の

や

か

ん

空

な

つ

き

す

れ

違

ふ

汗

の

匂

ひ

や

部

活

女

子

智

恵

子

卯

浪

立

つ

沖

を

行

き

交

ふ

貨

物

船

三

刀

緑

陰

に

絵

筆

を

運

ぶ

豆

画

伯

満

天

能

管

の

闇

を

つ

ん

ざ

く

薪

能

う

つ

ぎ

触
れ
し
手
に
卯
の
花
こ
ぼ
す
垣
根
か
な

よ

う

子

蔵

構

え

つ

づ

く

大

和

路

麦

の

秋

菜

　々　

二
〇
一
八
年
五
月
二
一
日

畑

の

物

す

く

す

く

育

ち

今

日

小

満

菜

　々　

万

緑

や

千

年

楠

の

風

騒

ぐ

や

よ

い

手

刀

で

蜘

蛛

の

囲

払

ひ

つ

つ

進

む

明

日

香

薪

能

朱

の

翳

ゆ

ら

ぐ

城

櫓

う

つ

ぎ

二
〇
一
八
年
五
月
二
〇
日

父
祖
の
地
の
変
は
る
こ
と
な
き
麦
の
秋

菜

　々　

ソ
ー
ダ
水
沖
の
タ
ン
カ
ー
透
か
し
見
る

智

恵

子

蜘
蛛
の
囲
の
つ
な
ぐ
羅
漢
の
肩
と
肩

な

つ

き

二
〇
一
八
年
五
月
一
九
日

一

郷

を

明

る

う

し

た

る

麦

の

秋

三

刀

緑

陰

に

車

座

と

な

る

吟

行

子

せ

い

じ

今

年

又

よ

う

こ

そ

此

処

へ

燕

の

巣

た

か

子

モ
ダ
ン
ジ
　ャ　
ズ
洩
る
る
古
書
肆
に
夏
帽
子

智

恵

子

山

葵

田

の

湧

き

水

の

楽

心

地

よ

し

あ

さ

こ

シ
　ャ　
　ッ　
タ
ー
街
軒
に
い
く
つ
も
燕
の
巣

さ

つ

き

毎
日
句
会
み
の
る
選
・
二
〇
一
八
年
五
月
二
七
日
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